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1. あいさつ 

 現在の大量生産・大量消費・大量廃棄の社会経済システムは、私たち人類に

便利で快適な暮らしを提供しましたが、一方で、自然環境に多大な負荷を与え、

そのため社会経済システムと自然環境のバランスが崩れ、このままでは人類の

生存そのものが脅かされる可能性さえ出てきています。 

 私たちは、このような「大量生産・大量消費・大量廃棄」の 20世紀型の社会

経済システムを、「最適生産・最適消費・最小廃棄」の社会である持続可能な循

環型社会へと転換していかなければなりません。その実現のために、弊社では

以下の環境方針を定めて、環境活動に取組んでいきます。 

 



2. 環境方針 

日本扉金物製造株式会社 

 

環 境 方 針 

【基本理念】 

 私たちは、社会の一員として、企業活動を通じて自主的かつ積極的に環境保

全活動に努め、お客様から信頼される企業を目指します。 

 この実現のために、次の行動指針を定めて取組みます。 

【行動指針】 

１. 事業活動の全域で環境にやさしい企業活動に努めます。 

２. 環境汚染を未然に防止すると共に、環境経営システムと環境負荷の継続的改

善に努めます。 

３. 環境関連法令等を遵守し、環境管理レベルの向上に努めます。 

４. 環境目標を設定し、効果的・持続的な取組みに努めます。 

５. 省エネ、省資源、二酸化炭素排出量、廃棄物排出抑制の４項目については改

善目標値を設定して取組みます。 

６. 廃棄物は分別及びリサイクルに取組みます。 

７. 社員全員の環境学習を推進し、環境保全意識向上に努め、社会貢献に努めま

す。 

８. 製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して、必要性をよく考え、環境

への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入します。 

９. 環境を考慮した製品やサービスを提供することに努めます。 

 

～この環境方針は、社外へも公表します～ 

作成日 ： 2005年 2月 8日 

改訂日 ： 2015年 10月 2日 

 

 

                日本扉金物製造株式会社   

代表取締役社長 佐野剛 



3. 事業活動の概要 

① 代表者氏名 佐野剛 

② 所在地 

（本社） 大阪府泉佐野市下瓦屋 4-2-23 

（第一工場） 大阪府泉佐野市下瓦屋 6-2-39 

  

③ 
環境保全関係の責任者（担当者）および

連絡先 

湯地 文介   営業部 

ＴＥＬ 072-462-3081 

④ 
事業の内容 

認証・登録範囲：全組織・全活動 

住宅関連金物製造（物干金物・鏡受金物・取

手金物・点検口等） 

⑤ 事業の規模 

令和 4 年度 

   ・主要生産量・・・818ｔ 

   ・売上高・・・786 百万円（全社） 

   ・従業員・・・13 人（本社） 

 

           6 人（第一工場）   

            

   ・床面積・・・1950 ㎡（本社） 

              706.41 ㎡（第一工場） 

                

⑥ 関連事業所 
第一工場 

【㈲佐野工業所】 

 

令和5年7月現在

役員 ：

：

：

：

構成従業員数　4名構成従業員数　3名

第一工場

【㈲佐野工業所】

構成従業員数　6名

湯地良介湯地文介

6名

【日本扉金物製造株式会社　　環境経営システム実施体制図】

杉岡正部長

環境経営最高責任者　：　佐野剛社長

環境経営推進委員会・委員長 湯地文介係長

湯地良介課長

本社4階

環境管理責任者　：　湯地文介係長　　　　　　代理者　：　湯地良介課長

環境管理事務局長

本社2階 本社3階本社1階

佐野哲也湯地文介 大田彩子

構成従業員数　0名

 



4. 環境目標とその実績 

（1）環境目標
R4年度目標 R5年度目標 中長期目標

R3年度に比べて1％削減 R3年度に比べて2％削減 R3年度に比べて5％削減

基準値18,606kg-CO2 基準値18,606kg-CO2 基準値18,606kg-CO2

目標値18,420kg-CO2 目標値18,234kg-CO2 目標値17,676kg-CO2

R3年度に比べて1％削減 R3年度に比べて2％削減 R3年度に比べて5％削減

基準値7,783kg-CO2 基準値7,783kg-CO2 基準値7,783kg-CO2

目標値7,705kg-CO2 目標値7,627kg-CO2 目標値7,394kg-CO2

基準値26,389kg-CO2 基準値26,389kg-CO2 基準値26,389kg-CO2

目標値26,125kg-CO2 目標値25,861kg-CO2 目標値25,070kg-CO2

R3年度に比べて1％削減 R3年度に比べて2％削減 R3年度に比べて5％削減

基準値10,039kg-CO2 基準値10,039kg-CO2 基準値10,039kg-CO2

目標値9,939kg-CO2 目標値9,838kg-CO2 目標値9,537kg-CO2

R3年度に比べて1％削減 R3年度に比べて2％削減 R3年度に比べて5％削減

基準値743kg-CO2 基準値743kg-CO2 基準値743kg-CO2

目標値736kg-CO2 目標値728kg-CO2 目標値706kg-CO2

基準値10,782kg-CO2 基準値10,782kg-CO2 基準値10,782kg-CO2

目標値10,674kg-CO2 目標値10,566kg-CO2 目標値10,243kg-CO2

R3年度に比べて1％削減 R3年度に比べて2％削減 R3年度に比べて5％削減

基準値18,806kg-CO2 基準値18,806kg-CO2 基準値18,806kg-CO2

目標値18,618kg-CO2 目標値18,430kg-CO2 目標値17,866kg-CO2

R3年度に比べて1％削減 R3年度に比べて2％削減 R3年度に比べて5％削減

基準値12.04ｔ 基準値12.04ｔ 基準値12.04ｔ

目標値11.92ｔ 目標値11.8ｔ 目標値11.44ｔ

達成の強化 達成の強化 達成の強化

環境配慮製品・
サービス

全社 目標の設定 達成の強化 達成の強化

年4回 年4回 年4回

廃棄物の削減 全社

全社合計

軽油の削減
（排出係数：

0.0687kg-CO2/MJ）
全社

第一工場

全社合計

ガソリンの削減
（排出係数：

0.0671kg-CO2/MJ)

本社

購入電力量の削減
（排出係数：

0.350kg-CO2/kwh）

本社

第一工場

環境学習の推進 全社

グリーン調達 全社

 

 

排出係数は、関西電力の 2021年度温室効果ガス排出量算定値の調整後排出係

数（参考値）事業者全体で算定しています。 

 

 



 (2)環境への負荷実績(本社) 

単位 R2年度 R3年度 R4年度

①　総エネルギー投入量購入電力 MJ 524410.8 522553 329413.1

化石燃料 MJ 459973.2 423351.6 237562.2

②　総物質投入量 資源投入量 ｔ 512.61 593.71 598.26

その他 ｔ 228.2 231 238

③　水資源投入量 上水 ｍ3 401 395 357

④　温室効果ガス排出量【二酸化炭素】 Kg-CO2
59197.09 47450.53 27880.14

大気への排出量 ｔ 0.03 0.03 0.03

公共用水域への排出 ｔ 0.0015 0.0015 0.0015

⑥　総製品生産量又は 製品生産量 ｔ 722.73 802 818

総製品販売量 容器包装使用量 ｔ 6 10.67 8.63

⑦　廃棄物等総排出量 再生利用 ｔ 10.88 10.84 8.43

単純焼却 ｔ 1.2 1.2 1.2

⑧　総排水量 公共用水域 ｍ3 401 395 357

⑤　化学物質排出量　・
移動量

 

 

環境負荷への実績（第一工場） 

単位 R2年度 R3年度 R4年度

①　総エネルギー投入量購入電力 MJ 219494.1 218589.7 214706.9

化石燃料 MJ 12456 11072 13840

②　総物質投入量 その他 ｔ 0 0 0
③　水資源投入量 上水 ｍ3 58 52 55

④　温室効果ガス排出量【二酸化炭素】 Kg-CO2
12491.54 8525.88 8573.36

⑤　総製品生産量 製品生産量 ｔ 0 0 0

⑥　総排水量 公共用水域 ｍ3 58 52 55  

 

 

 

環境負荷への実績（全社） 

単位 R2年度 R3年度 R4年度

①　総エネルギー投入量購入電力 MJ 743901.9 741122.7 544120

化石燃料 MJ 472429.2 434423.6 251402.2

②　総物質投入量 資源投入量 ｔ 512.61 593.71 598.26

その他 ｔ 288.2 231 238

③　水資源投入量 上水 ｍ3 459 447 412

④　温室効果ガス排出量【二酸化炭素】 Kg-CO2
71688.63 55976.41 36453.5

大気への排出量 ｔ 0.03 0.03 0.03

公共用水域への排出 ｔ 0.0015 0.0015 0.0015

⑥　総製品生産量又は 製品生産量 ｔ 722.73 802 818

総製品販売量 容器包装使用量 ｔ 6 10.67 8.63

⑦　廃棄物等総排出量 再生利用 ｔ 10.88 10.84 8.43

単純焼却 ｔ 1.2 1.2 1.2

⑧　総排水量 公共用水域 ｍ3 459 447 412

⑤　化学物質排出量　・
移動量

 



5. 主要な環境活動計画の内容 

 (1)購入電力の削減(本社・第一工場共通) 

  ①空調温度の適正管理(冷房 28℃、暖房 20℃) 

  ②不要な照明を消す 

  ③長時間待機する機械のスイッチＯＦＦ 

 (2)ガソリン、軽油の削減(第一工場はガソリンのみ) 

  ①省エネ運転の推進 

  ②アイドリングストップ 

  ③効率的配送の推進 

 (3)廃棄物の削減(本社・第一工場共通) 

  ①一般廃棄物の削減(ゴミ削減・コピー裏面使用) 

  ②産業廃棄物の削減(材料ロス削減・リサイクル利用) 

 (4)環境学習の推進(本社・第一工場共通) 

  ①年 4回実施 

(4) 排水量は月平均 60㎥と少ないので、環境目標には設定しない。現状維持

を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. 環境活動の取組結果の評価 

 (1)評価結果一覧 

〇目標値と結果
R4年度目標 R4年度結果

R3年度に比べて1％削減 〇
基準値　18606kg-CO2 結果　11728.85kg-CO2
目標値　18420kg-CO2 目標達成
R3年度に比べて1％削減 〇
基準値　7783kg-CO2 結果　7644.7kg-CO2
目標値　7705kg-CO2 目標達成

R3年度に比べて1％削減 〇
基準値　10039kg-CO2 結果　7097.31g-CO2
目標値　9939kg-CO2 目標達成

R3年度に比べて1％削減 ×
基準値　743kg-CO2 結果　928.7kg-CO2
目標値　736kg-CO2 目標達成せず

R3年度に比べて1％削減 〇
基準値　18806kg-CO2 結果　9053.96kg-CO2
目標値　18618kg-CO2 目標達成
R3年度に比べて1％削減 〇

基準値　12.04ｔ 結果　9.63ｔ
目標値　11.92ｔ 目標達成

〇
年4回実施

〇
省エネ活動実施

〇
電気自動車導入の再検討

環境配慮製品・
サービス

全社 目標の設定

年4日実施

グリーン調達 全社 達成の強化

軽油の削減 本社

廃棄物の削減 全社

環境学習の推進 全社

購入電力量の削減
（排出係数：

0.350kg-CO2/kwh）

本社

第一工場

ガソリンの削減

本社

第一工場

 

 

 

 

(2)評価コメント及び今後の展望 

  動力を低圧に変えてはじめて 1 年間通しで購入電力量を測定できた。結果

に表れているとおり大幅に購入電力量の削減に繋がった。2022年 7月より、

自社トラックでの配送を月曜日と金曜日の 2 回にし、火曜日から木曜日の

配送を外部配送業者に委託している。このことで、軽油の使用量が減少し

た。今後は電気自動車（トラック含む）の導入を再度検討する。 

 

 

 

 



7. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 (1)法律違反や訴訟の有無の一覧表 

  ・環境関連法規への違反の有無及び訴訟の有無については次の通りです。 

主な特性 違反の

場所 有無

騒音レベル 終日55ｄｂ（自主基準　規定は60・65・55ｄｂ）

設置届出の有無 届出済

オートン浄化槽

20人槽

単純ばっき方式

ラッカーシンナー 指定保管場所（屋内）

一般廃棄物 市指定処分券添付 45Ｌ相当容器一個につき一枚添付

産業廃棄物

（マニフェスト発行）

産廃管理表交付状況報告）

定期点検

漏電点検

判定基準

騒音規制法 60ｔパワープレス 違反無し

浄化槽法 保守点検・清掃 測定機関に委託 違反無し

法規制の名称 監視測定項目

違反無し

廃棄物処理法 違反無し
アルミ・ステン・鉄を分別 専用の容器を設置

消防法 保管量の把握

高圧ガス保安法 屋内設置場所 一般高圧ガス保安規制 自主判定 違反無し

違反無し

フロン排出抑制法 屋外設置場所 定期点検 自主簡易点検 違反無し

電気事業法 屋内設置場所 事業者の責務

 

 

 

※ 環境関連法規への違反はありません。尚、関係当局よりの違反等の指摘は、 

過去 3年間ありません。 

内容 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

法律違反の有無 無 無 無 無 

訴訟の有無 無 無 無 無 

 

8. 代表者による全体の評価と見直し・指示       

現状、可能な限りの環境負荷低減活動は実施できており、「環境経営方針」「環

境経営目標及び環境経営計画」「実施体制」：改訂・変更の必要なし。 

【指示事項】今後も現状の環境負荷低減活動を維持しつつ、新たな課題などを

見つけて、解決するように努めること。 


